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施工ステップ⑤

内外装工事

内外装工事を進めています。

現在、屋上部分では展望フロア
やヘリコプター待機スペースなど
の躯体工事を行っています。
外装工事は２２階から２４階ま

での外壁工事を行っており、超高
層棟の全体像が見えてきています。
内部では、外壁工事が終わった

下層階から順次内装工事を進めて
います。
なお、今号の表紙は一般の事務

室の内装工事施工状況の写真です。
内外装工事

※工期については現在調整中です。
なお、新本庁舎新築工事は、現時点で少なくとも３か月の工期延長が必要となりました。
工期等が確定しましたら、改めてお伝えさせていただきます。

躯体工事



新本庁舎

誰もが円滑に建物内外を移動することができ、安全、安心に庁舎を利用できるよう、川崎市福祉のまちづくり条例等に基づき、ユ
ニバーサルデザイン・バリアフリー化した庁舎にします。

乳幼児をお連れの方や、オストメイトを使用される方など、
それぞれの用途に合わせたトイレをバランスよく配置します。
障害をお持ちの方が、スムーズに利用できるよう、右利き

用及び左利き用の手すりを準備します。
市民の方の利用が多く見込まれる低層部（１～３階）及び

議会・展望フロア（２４・２５階）は、主に視覚障害をお持ちの
方のために、音声案内装置を設けます。

トイレトイレ多言語での案内表示多言語での案内表示

盲導犬への配慮盲導犬への配慮

外国人市民の方が分かりやすいよう、総合案内表示
は４か国語表示をします。

子ども連れの方への配慮子ども連れの方への配慮

乳幼児をお連れの方のために、授乳室を１階エントラ
ンス付近に設置します。
24階の傍聴席に、親子傍聴席を設けます。議場とガ

ラスで隔てた個室となっており、また、授乳室もあるた
め、子育て中の方も、議会を傍聴することができます。

庁舎エントランス付近に盲導犬用のトイレ及び洗浄スペー
スを設けます。

災害対策活動の中枢拠点になると
ともに、情報発信や交流の場となる
「にぎわいの核」を創出します。

川崎御幸ビル 第３庁舎

難聴者用磁気ループ難聴者用磁気ループ

難聴者を支援するために、議場内や委員会室等に難
聴者用磁気ループを設置します。

1階には
アトリウ
ムや展示
コーナー

直径800ｍ程度の範囲に
分散していた本庁機能が、
直径200ｍ以内に集約さ

れて便利に！

超高層棟工事は躯体が上棟し、現在、内外装の工事を進めています。
そこで今回は、新しくできる庁舎の特徴的なスポットを紹介いたします。

Pick up

22階～2４
階は議会
機能や傍
聴ロビー



最上階の25階には、展望ロビーと半屋外の空間（スカ
イデッキ）があります。
25階は、市内や東京、横浜方面を眺めることができる
新たなビューポイントになります。

スカイデッキ＆展望ロビー

アトリウム

屋上庭園

誰もが気軽に集まることのできるアトリウムには、２５０イ
ンチ大画面のディスプレイを設置します。
また、 ①川崎市の行政情報を伝える情報発信コーナー、
②旧本庁舎の魅力等を伝えながら復元庁舎の紹介をす
る展示コーナー、③旧市長室復元コーナーの３つの展
示スペースを設置し、様々な情報を発信していきます。

～にぎわい創出の中心となる空間～

▲スカイデッキからの眺望イメージ

～川崎市における新たな展望スポット～ ドローンで撮影した25階から横浜
方面を見たイメージ

もしかしたら富士山がみえるかも？？？

～緑のうるおいを感じられる空間～

アトリウムから屋上
庭園へ回遊できるよ
うになっており、気
軽に立ち寄れる空間
とし、新本庁舎にお
ける市民の憩いの場
として整備します。

▲スカイデッキにつながる展望ロビー



発行・お問い合わせ先

川崎市総務企画局本庁舎等整備推進室

〒210-8577 川崎市川崎区宮本町１番地
TEL：044-200-0281
FAX：044-200-3749

定点全景：令和４年９月


